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“ワクワク、ドキドキ”
科学って面白い！
８月22日、「科学の祭典・東海村子ども科学広場」がテ

クノ交流館リコッティで開催されました。これは、子ど

もたちに科学の面白さを知ってもらおうと、村内の小中

学校の教職員や原子力事業所職員などが中心となって行

われ、今年で５回目。15か所に区切られた会場はそれ

ぞれ子どもたちでいっぱい。水蒸気が充満したアルミ

缶を水面に伏せると、気圧の関係で缶が一瞬にしてつぶ

れるといった実験を驚きの声とともに見入ったりするな

ど、子どもたちは科学の面白さに満たされていたようです。
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９月の納付

８月の村内交通事故発生状況

納付税目 里川堰土地改良区費第３期分

発生件数 死者数 負傷者数
８月中の件数 12 0 15
１月からの累計 144 0 190
前年との比較 －18 ±0 －14

役場の電話番号 ☎282-1711（代表）

「ちびっこ集まれ！　お父さんと遊ぼう」参加者募集

■日　　時 10月22日（日）　午前10時～正午
■場　　所 東海文化センター芝生
■対　　象 村内在住の２・３歳児とその父親
（先着30組）　※夫婦での参加も歓迎します。
■内　　容 ゲーム、お店屋さんごっこなど
■参 加 費 無料
■そ の 他 当日は、運動のできる服装でご参
加ください。

■申し込み・問合せ 10月11日（水）までに、青
少年育成東海村民会議事務局（青少年センタ
ー内　☎282-7049）へ申し込みください。

　歌やおもちゃで元気に遊びませんか？
■活 動 日 10月から３月までの第４火曜日
■時　　間 午前10時～正午
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■対　　象 村内在住のおおむね1歳以上の乳
幼児（先着40人）

■申し込み・問合せ ９月26日（火）から社会福
祉協議会（☎282-2804）へ申し込みください。

東海村おもちゃランド後期参加者募集参加
費

無
料

　
　午後２時５分から25分まで出演。
■場　　所 笠松運動公園球技場
「とことん茨城を知る　ふるさと発見歴史講座｣
■期　　日 10月７日（土）・８日（日）
■時　　間 午後１時30分～３時
　30分
■場　　所 中央公民館

■内　　容 ７日…｢徳川光圀の藩政と社会状況｣
８日…｢徳川斉昭の藩政改革｣　講師／佐久間好
雄さん（茨城工業高等専門学校名誉教授）
■問 合 せ 中央公民館（☎282-3329）

問 合 せ
　第18回全国生涯学習フェスティバル実行委員
会事務局（県教育庁生涯学習課全国生涯学習フェ
スティバル推進室内　☎301-5333　ホームページ
http://www.gakusyu.pref.ibaraki.jp/manabipia/）、また
は教育委員会社会教育課生涯学習係（内線1424）

　10月５日（木）から９日（月）まで、
生涯学習に関する活動の場を全国的
な規模で提供する全国生涯学習フェ
スティバルが県民文化センターと
笠松運動公園を主会場に開催されま
す。ぜひ、ご来場ください。
　 オープニングセレモニー

　舟石川小学校吹奏楽部が出演します。
■期　　日 10月５日（木）
■時　　間 午前９時30分～ 10時40分
■場　　所 笠松運動公園屋内水泳プール兼アイ
ススケート場前
まなび発見ステーション～生涯学習見本市～
　県内34市町村がブースを出展する中、本村も、
村に伝わる民話を題材にした紙芝居を上演したり、
村にすむ生き物や大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡ
ＲＣ）などを紹介したりするブースを出展します。
■期　　日 10月５日（木）～９日（月）
■時　　間 午前10時から午後５時（最終日は午
後４時まで）
■場　　所 笠松運動公園屋内水泳プール兼アイ
ススケート場ほか

まなび体験ステージ
■期　　日 10月５日（木）～９日（月）
■時　　間 午前10時から午後５時（最終日は午後
４時まで）　※石神小学校合奏部が10月５日（木）、

　秋篠宮殿下がご視察のため笠松運動公園にご
来訪された後、村内をご通過されます。奉送迎
を行いますので、どうぞご参加ください。
■日　　時 10月6日（金）　午前10時10分ころ
　※集合時間は午前９時50分
■場　　所 舟石川コミュニティセンター前動
燃通り
■問 合 せ 企画総務部総務課秘書係（内線1302）

秋篠宮殿下の奉送迎について
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診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
問 合 せ 救急医療情報コントロールシステム(☎241-4199）
期日 病医院名 電話番号
1日(日) 村立東海病院 282-2188
8日(日) 東海クリニック 283-1711
9日(月) 茨城東病院 282-1151
15日(日) 村立東海病院 282-2188
22日(日) 石井整形外科クリニック 270-5141
29日(日) 村立東海病院 282-2188

10 月の休日診療日程10 月の各種相談
場　　所 心配ごと相談所（総合福祉センター内）
問 合 せ 社会福祉協議会（☎282-2804）
相談日 時間 相談種別

6日(金)
10：00 ～ 15：00
（弁護士相談は正午まで）

心配ごと相談（弁護士相
談　※予約制）

13日(金) 10：00 ～ 12：00 心配ごと相談

20日(金) 10：00 ～ 15：00
心配ごと相談
行政相談・人権相談

27日(金) 10：00 ～ 12：00
心配ごと相談
行政相談・人権相談

■期　　日 10月８日から11月12日までの毎週
日曜日（全６回）　※予備日…11月26日（日）

■時　　間 午前９時～ 11時
■場　　所 村テニスコート
■対　　象 中学生以上で、村内在住・在勤・
在学の方、および村内在勤者の同居家族の方

■定　　員 先着60人（最少催行人員15人）
■参 加 費 1,500円／人
■申し込み・問合せ ９月26日（火）から参加費
を添えて総合体育館（☎283-0673）へ申し込み
ください。

チャレンジスクールテニスの部part２参加者募集

はつらつ健康体操

●日 程 等

●時　　間 午前９時30分～ 11時

●対　　象 65歳以上の方

●講　　師 植田和子さん（健康運動指導士）

●参 加 費 無料

●内　　容 チューブ体操、ストレッチ体操

など

いきいき健康教室

●日 程 等

●時　　間 午後１時30分～３時

●対　　象 65歳以上の方

●講　　師 大沢美智子さん（レクリエーショ

ンコーディネーター）

●参 加 費 無料

●内　　容 リズム体操､ダンス、ゲームなど

そ の 他

　①運動のできる服装・靴、タオルや飲み物を

お持ちください。②初めての方は、東海村地域

包括支援センター（☎287-2516）への申し込み

が必要です。

問 合 せ

　東海村地域包括支援センター（☎287-2516）

健康体操・健康教室
参加者募集

期　　日 場　　所
10月２日（月） 白方コミュニティセンター
10月13日（金） 真崎コミュニティセンター

10月16日（月） 総合福祉センター「絆
きずな

」
10月20日（金） 石神コミュニティセンター
10月23日（月） 村松コミュニティセンター
10月27日（金） 舟石川コミュニティセンター

期　　日 場　　所
10月６日（金） 中丸コミュニティセンター
10月11日（水） 白方コミュニティセンター
10月18日（水） 村松コミュニティセンター
10月24日（火） 真崎コミュニティセンター

■期　　日 10月５日（木）・19日（木）、11月９
日（木）・16日（木）、12月７日（木）・21日（木）
※全６回

■時　　間 午前９時45分～ 11時
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■対　　象 村内在住の20歳から39歳までの方
■講　　師 根本美智代さん（AFAA認定マット
サイエンスインストラクター）
■定　　員 35人　※応募者多数の場合は抽選
となります。ただし、初参加の方を優先します。
■そ の 他 保育サービス（無料）があります。
■申し込み・問合せ ９月27日（水）までに、保
健センター（☎282-2797）へ申し込みください。

参加
費

無
料「はじめてのヨガ教室」参加者募集

■日　　時 10月20日（金）　午前10時～ 11時
■場　　所 真崎コミュニティセンター
■対　　象 村内在住の親子（先着60組）
■申し込み 10月６日（金）の午前10時から午後
４時まで（正午から午後１時までを除く）に、
地域子育て支援センターへ電話、または長堀
すこやかハウスへ直接申し込みください。
■問 合 せ 地域子育て支援センター（百塚保
育所内　☎270-5660）

「親子で楽しむ手品と人形劇」参加者募集参加
費

無
料
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10 月の健康相談
場　　所 保健センター（総合福祉センター内）
問 合 せ 保健センター（☎282-2797）
●健康相談 相談名 日時

母子健康相談
30日（月）

９：30 ～ 11：00
　（乳幼児身体測定、育児相談） 13：00 ～ 14：00
元気アップ健康相談

30日（月）
９：30 ～ 11：00

　（健康に関する相談） 13：00 ～ 14：00
●乳幼児健診 健診名 日時 対象児

乳児 ４日（水）13：15 ～ 14：00 平成18年５月生まれの子

１歳６か月児 ６日（金）13：15 ～ 14：00 平成17年３月生まれの子
３歳児 ５日（木）13：15 ～ 14：00 平成15年８月生まれの子
２歳半歯科 31日（火）13：15 ～ 14：00 平成16年３月生まれの子

■日 程 等

■時　　間 午前９時30分～午後３時
■対　　象 村内在住の65歳以上の方
■内　　容 健康体操、レクリエーションなど
■問 合 せ 東海村地域包括支援センター（☎
287-2516）

期　　日 場　　所
10月３日（火） 真崎コミュニティセンター
10月５日（木） 船 場 集 会 所
10月13日（金） 舟石川コミュニティセンター

10月16日（月）
村松コミュニティセンター
豊 白 集 会 所

10月19日（木） 石神コミュニティセンター

10月26日（木）
中丸コミュニティセンター
外 宿 ２ 区 集 会 所

生きがいデイサービス参加者募集参加
費

350
円／
回

■対　　象 ①５歳児…平成13年４月２日から
平成14年４月１日までに生まれた幼児　②４歳
児…平成14年４月２日から平成15年４月１日ま
でに生まれた幼児　③３歳児…平成15年４月
２日から平成16年４月１日までに生まれた幼児
■募集人員 ①４・５歳児…希望者全員　②
３歳児…村松幼稚園（32人）、石神・舟石川・
宿・須和間幼稚園（各16人）
■申し込み 各幼稚園と教育委員会学校教育
課の窓口に備え付けの入園願に必要事項を記
入の上、10月18日（水）の午後１時30分から２
時30分までに、幼児の住民票（抄本）を添えて、
希望する幼稚園へ申し込みください。
■問 合 せ ①村松幼稚園（☎282-2867）②石
神幼稚園（☎282-3100）③舟石川幼稚園（☎
282-2962）④宿幼稚園（☎282-3701）⑤須和間
幼稚園（☎282-4631）――の各幼稚園または教
育委員会学校教育課学校教育係（内線1413）
へお問い合わせください。

平成19年度村立幼稚園入園児募集

　東海村青年会では、ナイトハイクに参加する
方、および当日のスタッフを募集します。
■日　　時 10月28日（土）　午後２時集合
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■対　　象 小学４年生以上の方２人以上で構
成されたチーム　※小・中学生のチームは、
20歳以上の方の同伴が必要となります。
■コ ー ス 総合福祉センター「絆

きずな

」を起点・終
点とした約30キロメートル
■そ の 他 スタッフは20歳以上の方で、定員
の制限はありません。
■申し込み 参加者の氏名・年齢、代表者の住
所・電話番号を記入の上、10月12日（木）まで
に、加藤雄樹さん（FAX287-2019）へファクシ
ミリで申し込みください。
■問 合 せ 北村明寛さん（☎080-5674-6286　
午後６時以降）

第９回東海村青年会ナイトハイク参加者・スタッフ募集参加
費

500
円／
人

●乳幼児教室 教室名 日時 対象児
赤ちゃん教室 25日（水）13：20 ～ 15：00 平成18年７月生まれの子

●妊婦教室 教室名 日時 内容

ハローベビー
スクール

12日（木）９：30 ～ 15：00
助産師・栄養士の講話
調理実習・歯科検診など

14日（土）９：30 ～ 11：30 妊婦体操・呼吸法
※14日は、ご家族も一緒に参加できます。

「第24回朗読の集い」参加者募集
　朗読ボランティア「こだま」による朗読発表
会、視覚障がいの方との交流会を開催します。
■日　　時 10月25日（水）　午前10時～午後１時
■場　　所 中丸コミュニティセンター
■対　　象 村内在住の方（先着20人）
■申し込み・問合せ 10月13日（金）までに、社
会福祉協議会ボランティア市民活動センター
「えがお」（☎283-4538）へ申し込みください。

参加
費

500
円／
人

■期　　日 10月11日（水）・25日（水）、11月８
日（水）・22日（水）、12月６日（水）・13日（水）
※全６回
■時　　間 午前10時45分～ 11時45分　
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■対　　象 村内在住の40歳以上65歳未満の方
■定　　員 35人　※応募者多数の場合は抽選
となります。ただし、初参加の方を優先します。
■申し込み・問合せ ９月28日（木）までに、保
健センター（☎282-2797）へ申し込みください。

参加
費

無
料 ステップエクササイズ参加者募集
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エトセトラ

昭和26年、結核予防法の施行と同時に９月
24日から30日までの１週間は「結核予防週間」
と定められました。結核は過去の病気ではなく、
現在でも年間約2,300人が死亡する国内最大級
の感染症といわれています。結核菌によって主
に肺に炎症を起こす病気で、初期症状は風邪と
よく似ています。もし感染し、発病したとして
も薬を飲めば治ります。咳やたんが２週間以上
続いたら医療機関で受診してください。
■問 合 せ 保健センター（☎282-2797）

９月24日から30日は結核予防週間です

　65歳以上の在宅の寝たきり高齢者、認知症高
齢者、身体または知的の障がいを持つ方を介護
している方を対象に、介護用品（紙オムツ等）購
入費の一部を助成する助成券を交付します。
■申し込み・問合せ 福祉部高齢福祉課高齢福
祉係（内線1164）へ申し込みください。

家族介護用品助成券後期分交付のお知らせ

　村では、産業廃棄物となる、使用済みの農ビ
（農業用塩化ビニール）および農ポリ（農業用ポ
リエチレン）の回収を行います。
■日　　時 10月18日（水）　午前９時～ 11時
■場　　所 ＪＡひたちなか東海支店
■費　　用 登録料1,000円のほか、処理費等
が掛かります。
■申し込み・問合せ 10月10日（火）までに､経
済環境部経済課地域農政係（内線1435）へ申
し込みください（当日の受け付けは不可）。

使用済み農ビ・農ポリを回収します

　これからの住民自治や地域コミュニティをど
のようにつくり上げていくかを一緒に考える場
として、東海村自治会連合会と村による「地域
代表者会」を開催します。
■日　　時 10月７日（土）　午後１時30分から
■場　　所 東海文化センター
■内　　容 パネルディスカッション　テーマ
／「これからの地域コミュニティを考える」
コーディネーター／関山祐介さん（（社）日本
経営協会自治体経営研究所課長）　パネリス
ト／地域・学校・行政それぞれの立場で地域
活動を推進している４人の方

■問 合 せ 企画総務部自治推進課自治推進係
（内線1341）

第４回地域代表者会を開催します

■日　　時 10月25日（水）　午後１時～４時
■場　　所 ひたちなか市那珂湊総合福祉セン
ターふれあい交流館（ひたちなか市神敷台17-6）
■定　　員 約250人（先着順）
■講　　演 演題／「高齢者虐待とは、どうい
うこと？　どうやって予防したらいいの？」
講師／六角僚子さん（茨城キリスト教大学助
教授）、山形しづ子さん（多機能型福祉施設い
くり苑施設長）など
■申し込み・問合せ 10月11日（水）までに、ひた
ちなか保健所（☎265-5515）へ申し込みください。

高齢者虐待についての講演会を開催します入場
料

無
料

■期　　日 10月10日（火）
■時　　間 ①午前９時30分～正午　②午後
１時～３時30分
■場　　所 役場行政棟東側玄関ロビー
■そ の 他 ①平成16年10月から、献血者の本
人確認を行っています。本人確認がお済みで
ない方は、運転免許証等の提示が必要となり
ます。②献血手帳をお持ちの方は、持参して
ください。
■問 合 せ 保健センター（☎282-2797）

献血にご協力ください！

■期　　日 10月13日（金）
■時　　間 午後１時30分～３時30分
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■対　　象 村内在住の方（先着80人）
■内　　容 加齢に伴う姿勢や歩行の変化、
ウオーキングの効果などの講演、姿勢チェッ
クや若さを保つ歩き方の実技を実施します。
■講　　師 駒崎優さん（ＮＰＯ法人ウォーキ
ング研究所代表者）
■申し込み・問合せ 10月10日（火）までに、東
海村地域包括支援センター（☎287-2516）へ申
し込みください。

入場
料

無　
料

　村では、生ごみの減量に協力していただくた
め、簡易型の水切り器具を無償で配布します。
■期　　間 10月２日（月）～ 12月28日（木）　
※土・日曜日、祝日を除きます。
■場　　所 経済環境部環境政策課、清掃セン
ター
■問 合 せ 経済環境部環境政策課環境計画推
進係（内線1453）

「効果的な健康ウォーキング」講演会を開催します

生ごみの減量にご協力ください！
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　世界中で愛され続けている児童文学の名作
「あしながおじさん」をＮＨＫ「おかあさんと
いっしょ」の８代目“歌のおにいさん”速水けん
たろうの主演でミュージカル化。村内で活動す
るミュージカル団体「劇団とみかる」の参加者が
共演し、ステージに花を添えます。夢いっぱい
のすてきな物語をどうぞお楽しみください。
■期　　日 12月10日（日）
■時　　間 午前の部…午前11時開演　午後
の部…午後２時30分開演
■場　　所 東海文化センター
■入 場 料 全席指定　大人1,500円、小学生
以下800円　※入場券は10月８日（日）の午前
９時から東海文化センター窓口で販売します
（発売初日は１人各公演４枚、合計８枚まで）。
なお、窓口販売の残券があった場合のみ、午
後１時から電話予約を行います。
■そ の 他 託児サービス（要予約、1,000円／
人）がありますので、12月３日（日）までに申
し込みください。
■問 合 せ （財）東海村文化・スポーツ振興財
団（東海文化センター内　☎282-8511）

ミュージカル 「あしながおじさん」
　東海文化センターでは、グランドピアノ(ヤ
マハＣＦⅢーＳ)を無料開放します。
■利用可能日 10月６日（金）・17日（火）・18日（水）、
11月14日（火）・17日（金）・28日（火）、12月13日
（水）、19日（火）・22日（金）
■利用時間 午後１時から８時まで
■場　　所 東海文化センター
■対　　象 村内在住・在勤・在学の方
■申し込み・問合せ ９月30日（土）の午前９時
から（財）東海村文化・スポーツ振興財団（東
海文化センター内　☎282-8511）窓口で受け
付けます。なお、空きがある場合のみ、同日、
午後１時から電話でも受け付けます。

グランドピアノを弾いてみませんか？使用
料

無
料

10月の東海文化センター催し物案内
期日 催し物 開演 主催 入場料

１日（日）演劇「THE WINDS OF GOD」 14：00
（財）東海村文化・
スポーツ振興財団

全席指定2,500円

７日（土）地域代表者会 13：30
　東海村、東海村自治会
　連合会

無料

９日（月）瀬木貴将 Nature World 16：00
（財）東海村文化・
スポーツ振興財団

全席指定3,000円

14日（土）卓立祭 ９：00 東海中学校 無料
15日（日）みなみ祭 ９：00 東海南中学校 無料

20日（金）
原子力50周年記念事業
記念式典・記念講演会

13：30 茨城県、東海村ほか 無料（要入場券）

21日（土）
原子力50周年記念事業
サイエンスショー

10：30 茨城県、東海村ほか 無料（要入場券）

27日（金）東海村小中学校音楽祭 10：15 教育研究会音楽研究部 無料
28日（土）「全国吟詠の集い」大会 ８：30 社団法人霞朗詠会晴嵐会 無料
30日（月）文化講演会　古賀稔彦さん 19：00 東海村教育委員会 無料

高額療養費の自己負担限度額・出産育児一時金が10月から変わります
■高額療養費の１か月の自己負担限度額が変わります

■出産育児一時金の額が変わります
　　10月１日以降に出産された国民健康保険加入者に対する出産育児一時金が、30万円から35万円に変わります。
■問 合 せ 福祉部保健年金課国保年金係（内線1131）

70歳未満
　　の方

一般所得者 72,300円＋（総医療費－241,000円）×１％　　　 80,100円＋（総医療費－267,000円）×１％  　　
上位所得者 139,800円＋（総医療費－466,000円）×１％　　　 150,000円＋（総医療費－500,000円）×１％  　　

外来限度額（個人ごとに計算） 外来＋入院の限度額（世帯ごとに計算） 外来限度額（個人ごとに計算） 外来＋入院の限度額（世帯ごとに計算）
70歳以上
　　の方

一般所得者 12,000円 40,200円 12,000円 44,400円
現役並所得者 40,200円 72,300円＋（総医療費－361,500円）×１％ 44,400円 80,100円＋（総医療費－267,000円）×１％

　消防法の改正により、一般住宅に対し住宅用
火災警報器の設置が義務付けられたことに伴い、
悪質な訪問販売が懸念されます。不審に感じた
場合はすぐに契約せず、お問い合わせください。
■問 合 せ 消防本部予防課（☎282-2038）

住宅用火災警報器の悪質な訪問販売にご注意！

10月から

　土壌消毒などに使用されている土壌燻
くん

蒸薬剤
（Ｄ－Ｄ、ドロクロール類）の空き缶を回収します。
■期　　日 ９月28日（木）
■時　　間 午前９時～午後３時（正午から午
後１時までを除く）
■場　　所 ＪＡひたちなか東海支店
■費　　用 100円／缶（当日現金を徴収します）
■搬入条件 ①缶の中を洗浄し、よく乾かして
臭気のないもの。②缶の上部と底部に直径10
センチメートル以上の穴を開けたもの（当日会
場に穴を開ける道具を用意します）。　※搬入
条件が守られない場合は、回収できません。
■問 合 せ ＪＡひたちなか東海支店東海配送
センター（☎282-0203）

土壌燻蒸薬剤の空き缶を回収します
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燃えるごみ

月・木曜日 真崎・白方・宿・岡・原子力機構太田・原子力機構箕輪・原子力機構百塚・原子力機構荒谷台・真砂寮・権現山
寮・南台・緑ヶ丘・押延・須和間・川根・照沼・豊岡・亀下

火・金曜日 舟石川１・舟石川２・舟石川３・舟石川中丸・百塚・豊白・原子力機構長堀１・原子力機構長堀２・長堀寮・原
電滝坂・石橋向住宅・外宿１・外宿２・船場・竹瓦・内宿１・内宿２

資源物 （単位：日）
真崎・船場・舟石川中丸・外宿２・照沼・原子
力機構太田

２・10
17・24

白方・緑ヶ丘・原子力機構長堀１・原子力機構
長堀２・須和間・原子力機構荒谷台・原子力機
構箕輪

３・11
18・25

舟石川１・外宿１・宿・押延・岡・原子力機構
百塚

４・12
19・26

内宿１・百塚・内宿２・亀下・豊岡・竹瓦 ５・13
20・27

舟石川２・南台・舟石川３・豊白・川根・原電
滝坂

６・16
23・30

※収集日数は各地域に委ねています。なお、資源物は収集
日当日の朝７時から８時30分までに出してください。

10月の資源物・ごみ分別収集日割表 問 合 せ　清掃センター（☎282-7289）
燃えないごみ・粗大ごみ・有害ごみ （単位：日）
押延・須和間・船場・原子力機構荒谷台 ４・18
竹瓦・内宿１・内宿２ ２・19
真崎、権現山寮、真砂寮 ３・17
原子力機構長堀１・原子力機構長堀２・長堀寮・舟石川３・原電滝坂・
石橋向住宅・外宿１・外宿２ ５・23

緑ヶ丘・南台 ６・20
百塚・豊岡・亀下・豊白 11・25
白方・岡・原子力機構百塚 10・24
舟石川１ 12・26
原子力機構太田・原子力機構箕輪・宿・川根・照沼 13・27
舟石川２・舟石川中丸 16・30

　

ス
ト
レ
ス
社

会
と
い
わ
れ
る
現

代
、
日
々

さ
ま
ざ

ま
な
ス
ト
レ
ス
の

中
で
生
活
し
て
い

る
と
、
自
分
で
も

気
付
か
な
い
ま
ま

頑
張
り
続
け
、
心

の
健
康
を
損
な
う
人
が
年
々

増
加
し

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
月
は
、
誰
も
が
か
か
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、〝
心
の

風
邪
〞と
も
呼
ば
れ
て
い
る
、「
う
つ

病
」に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

う
つ
病
の
直
接
的
な
原
因
は
、
ま

だ
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の

人
の
性
格
や
感
覚
、
生
活
環
境
、
身

体
の
病
気
な
ど
、
幾
つ
か
の
要
素
が

積
み
重
な
り
、
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
応

が
う
ま
く
い
か
な
い
と
、
う
つ
病
に

な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
は
い
つ
で
も
元
気
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
落
ち

込
ん
だ
り
、
傷
つ
い
た
り
、
不
安
定

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
何
日

か
過
ぎ
る
と
回
復
す
る
力
を
持
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
時
に
気
持
ち
が

沈
ん
だ
ま
ま
し
ば
ら
く
続
き
、
物
事

げんきアップげんきアップげんきアップ

通信通信通信 54

ス
で
、
日
常
生
活
を
送
る
よ
う
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
日
々

起
こ
る
い
ら
立
ち
に
対
し
て

は
、
ス
ト
レ
ス
解
消（
ス
ポ
ー
ツ
、

趣
味
、
読
書
、
森
林
浴
な
ど
）
が

有
効
で
す
。

○
事
故
や
失
敗
な
ど
、
起
き
て
し
ま

っ
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
自
分
１

人
で
抱
え
込
ま
ず
、
誰
か
に
話
し

て
気
持
ち
を
整
理
し
、
こ
れ
か
ら

の
こ
と
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け

前
向
き
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

周
囲
の
人
た
ち
の
対
応
は―

―
―
―

○
睡
眠
障
害
や
う
つ
状
態
が
強
く
て

日
常
の
仕
事
・
家
事
な
ど
が
困

難
で
あ
れ
ば
、
休
養
と
治
療
を
勧

め
て
く
だ
さ
い
。

○
保
健
所
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
医
療
機
関（
精
神
科
、
心
療

内
科
、
か
か
り
つ
け
医
）
な
ど
で

相
談
す
る
こ
と
を
勧
め
、
で
き
る

限
り
通
院
に
付
き
添
っ
た
り
、
支

援
を
し
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。

○
病
気
の
特
徴
を
理
解
し
て
、
無
理

に
励
ま
さ
ず
、
温
か
く
見
守
っ
て

て
く
だ
さ
い
。

●
問

合

せ 

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

282
局
２
７
９
７
）

へ
の
興
味
や
関
心
が
な
く
な
る
と
い
っ

た
状
態
を「
う
つ
状
態
」
と
い
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
症
状
が
２
週
間
以
上
続

く
と
、
う
つ
病
と
の
か
か
わ
り
が
高
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

う
つ
病
は
、
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
一

時
的
に
不
足
し
て
い
る
状
態
で
、
憂
う

つ
、朝
気
分
が
重
い
、お
っ
く
う
、不
安
、

判
断
力
低
下
な
ど
の
精
神
症
状
や
、
不

眠
、
食
欲
低
下
、
め
ま
い
、
頭
痛
、
下

痢
、
便
秘
、
倦け

ん

怠た
い

感
な
ど
の
身
体
症
状

が
現
わ
れ
ま
す
。　

　

周
囲
か
ら
は
大
し
た
こ
と
が
な
い
よ

う
に
見
え
て
も
、
本
人
は「
消
え
て
な

く
な
り
た
い
」
と
い
っ
た
強
い
自
己
否

定
の
気
持
ち
や
罪
悪
感
を
持
っ
て
い
る

た
め
、
自
殺
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
ま

れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
う
つ
病
を
正
し
く

理
解
し
て
、
早
め
に
治
療
を
受
け
る
こ

と
で
す
。
治
療
を
受
け
れ
ば
必
ず
治
る

病
気
で
す
。

う
つ
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
は―

―
―

○
休
養
を
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
十

分
に
睡
眠
を
と
り
、
疲
れ
を
た
め
な

い
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
何
事
に
も
完
ぺ
き
を
目
指
す
の
で
は

な
く
、
肩
の
力
を
抜
い
て
マ
イ
ペ
ー
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広
報 

と
う
か
い　
10
月
25
日
号

発
行　

東
海
村　
　

編
集　

企
画
総
務
部
自
治
推
進
課　

〒
３
１
９
ー
１
１
９
２　

那
珂
郡
東
海
村
大
字
白
方
１
７
４
８
番
地
１　

☎
０
２
９（
２
８
２
）１
７
１
１　
　

印
刷　

い
ば
ら
き
印
刷（
株
）

広
報 

と
う
か
い　
９
月
25
日
号

　

村
松
山
縁
起
に
よ
れ
ば
、
大
同
２（
８
０
７
）年
に
弘

法
大
師
が
教
化
の
た
め
東
北
を
巡
ら
れ
た
折
に
、
こ
の

地
の
漁
師
か
ら
、
夜
ご
と
に
光
を
放
ち
な
が
ら
次
第
に

渚
に
漂
っ
て
く
る
も
の
が
あ
る
と
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
師
が
そ
れ
を
見
る
と
一
本
の
霊
木
で
あ

っ
た
た
め
大
変
喜
ば
れ
、
一
彫
り
ご
と
に

三
度
の
礼
を
尽
く
さ
れ
な
が
ら
等
身
大
座

像
の
虚
空
蔵
菩
薩
を
刻
ま
れ
て
、
日
本
三

体
の
一
つ
村
松
山
を
創
建
さ
れ
た
と
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、「
こ
の
地
は
西
に
真
崎
浦

の
湖
水
渺

び
ょ
う

々

」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
古
い
図

面
に
よ
る
と
、
現
在
の
細
浦
を
含
め
た
真

崎
浦
が
入
り
海
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
明
17（
１
４
８
５
）
年
に
、
岩

城
常
陸（
磐
城
常
隆
）
の
兵
が
村
松
で
戦
い

を
交
え
た
と
き
に
、
伽が

藍ら
ん

と「
村
松
山
神
宮

寺
」の
勅
額
な
ど
一
切
が
焼
失
し
ま
し
た
が
、
本
尊
は
、

建
長
２（
１
２
５
０
）年
に
海
上
監
視
の
た
め
も
あ
っ
て

築
か
れ
た
真
崎
城
の
初
代
城
主
、
佐
竹
氏
一
族
の
真
崎

三
郎
が
奉
納
し
た
厨ず

子し

と
と
も
に
、
兵
火
を
免
れ
て
今

に
伝
わ
っ
て
い
る
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
入
り
海
が
朝
日
に
輝
き
、
そ
し
て
、
広
々

と
夕

日
を
反
照
す
る
景
観
は
、
ま
さ
に
聖
地
の
趣
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

近
代
に
至
っ
て
、
村
松
山
は
明
治
３

（
１
８
７
０
）年
、廃
仏
棄き

釈
の
令
に
よ
っ
て
、

「
星
の
宮
」と
改
称
さ
れ
ま
し
た
が
、
翌
年
の

明
治
４（
１
８
７
１
）年
に
茨
城
県
令
に
よ
っ

て
、
再
び
創
建
は
弘
法
大
師
の
開
基
と
改
め

ら
れ
、
真
言
宗
日
高
寺
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
33（
１
９
０
０
）年
、
門
前
が
大
火
に

見
舞
わ
れ
、
本
尊
、
鐘
馗
霊
神
以
外
の
本
堂

を
は
じ
め
仁
王
門
、
三
重
塔
な
ど
す
べ
て
の

伽
藍
が
類
焼
し
ま
し
た
。

　

村
松
山
は
、
こ
う
し
た
兵
火
や
災
害
を
経

て
、
来
年
の
平
成
19（
２
０
０
７
）年
に
創
建

１
２
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。
来
春
４
月
３
日
の
大
祭
を

含
め
た
学
年
大
祭
に
は
、本
尊
の
ご
開
帳
や
稚
児
行
列
、

記
念
太
鼓
の
奉
納
演
奏
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
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１
２
０
０
年
に
寄
せ
て

村
松
山
創
建

 

１
２
０
０
年
に
寄
せ
て

「写真集　勝田の歴史」

　

今
月
の
さ
わ
や
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
松
本
電
器
に

勤
務
し
て
い
る
松
本
拓
馬
さ
ん（
29
歳
）
に
登
場
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

「
将
来
は
父
の
仕
事
を
受
け
継
ぐ
」と
、
中
学
生
の
こ

ろ
か
ら
既
に
今
の
職
業
を
運
命
付
け
、
こ
の
道
を
歩
み

始
め
た
拓
馬
さ
ん
。今
年
で
10
年
目
を
迎
え
た
今
で
も
、

「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
日
々
成
長
し
続
け
よ

う
」と
常
に
心
掛
け
、販
売
か
ら
修
理
、電
気
工
事
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
奮
闘
し
て
い
る
毎
日
と
か
。
そ
ん
な
拓
馬
さ

ん
に
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
尋
ね
る
と
、「
知
識
や
技
術

を
習
得
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の
方
々

か
ら
信
頼
さ
れ
る
お
店
と
し
て〝
地
域
一
番
店
〞を
目
指

し
て
い
ま
す
」と
、
満
面
に
笑
み
を
浮
か
べ
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
拓
馬
さ
ん
が
今
夢
中
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
サ
ー
フ
ィ
ン
。
休
み
の
日
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
平
日
で
も
夜
明
け
前
や
仕
事
を
終
え
て
か
ら
で
も

海
へ
出
掛
け
る
ほ
ど
熱
中
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
れ

で
も
、「
仕
事
が
一
番
。
お
客
様
が
第
一
」と
、
仕
事
へ

の
情
熱
が
一
番
熱
い
よ
う
で
す
。

さ
わ
や
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

松
まつ

本
もと

拓
たく

馬
ま

さ
ん

（白方）
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